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　2026 年（令和 8 年）の調剤報酬改定に向けた議論は大詰めを迎えています。調剤
報酬とは、薬剤の代金と薬剤師の技術料の合計で、その大半は健康保険により支払わ
れます。国は税金の無駄遣いを避けるため、調剤報酬を支払うルールを 2 年ごとに
見直しています。近年の改定の潮流は、調剤の機械化を背景に、薬剤師業務の中心を

「対物業務（正確な調剤・交付）」から「対人業務」へとシフトさせることにあります。
具体的には、薬を渡した後の害反応（副作用）の有無の確認、医師への減薬提案、さ
らには害反応 - 処方カスケードの予防など、患者が適切に薬剤を服用できるよう介入
することが重要視されています。
　しかし、この対人業務の充実は、薬剤師の努力だけでは乗り越えられない問題があ
ると感じています。一つは、患者が医師の処方に意見しにくいのと同様に、薬剤師も
専門医への提案に高いハードルを感じている現状です。さらに深刻なのは、多くの患
者が薬剤師に対して「医師の指示通り、速やかに薬を出してもらえれば良い」と考え
ており、対人業務に時間を割こうとすると、かえって患者の不満を生みやすい状況に
あることです。
　薬剤師による対人業務の推進には、薬剤師自身の知識向上や医師との関係を深める
努力が当然必要となってきます。しかし、そのためには、患者の医師絶対視の解消
や、専門医が専門領域にのみ視野が狭くなる状況の是正といった問題の改善も不可欠
です。（や）
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表紙のことば：1880 年（明治 13年）に米国から来た弁慶号。北海道初の鉄道、幌内鉄道で活躍しました。
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